
 
 
 
 
 

７章 本年度ＡＰ事業実施記録 
 
 
７．１ 学生の覚醒を促す学生向け講演内容（ダイジェスト版） 

 

Nomena Inc.代表取締役 武井祥平講師                p.7-1 

 

   豊橋技術科学大学 助教 後藤太一講師         p.7-7 

 

   豊橋技術科学大学 教授 高嶋孝明講師        p.7-13 

 

７．２ 会議記録 

 

ＡＰ推進室会議・ＯＢ検討会議・ＦＤ会議・講演会等       p.7-21 

 

　　　７．３ 本年度導入した主な ICT 環境改善の様子 

 

　　　導入設備等の写真紹介                p.7-24 

  

      ＡＰ開始の本年度は、電気情報工学科のＯＢ３名により、学生の覚醒を促すため

の講演会を実施して頂きました。武井氏のものづくりやデザインに対する活躍、後

藤氏の研究者としての活躍、高嶋氏の国際企業での活躍は、高専卒業後の各講師の

関係する世界が大きく展開されていっていることを目の当たりに感ずることができ

ました。 
現役学生への大きな目標として意識付けすることができたことを確信していま

す。講師各位には改めてご協力に感謝します。本報告書の最初に述べた「つなぐ」

ことが、知識・経験・人間・組織・世界へと展開されていった様子が伺えます。 



 



空 間 の デ ザ イ ン と エ ン ジ ニ ア リ ン グ

2 0 0 4 年 岐 阜 高 専 卒 業

武 井 祥 平

（ N o m e n a  I n c .  代 表 取 締 役 ）

2 0 1 4 年 1 0 月 6 日

【 略 歴 】

- 1 9 8 4 年 岐 阜 県 各 務 原 市 に 生 ま れ る

- 1 9 9 9 年 〜 2 0 0 4 年 岐 阜 工 業 高 等 専 門 学 校 電 気 工 学 科

- 2 0 0 4 年 〜 2 0 0 6 年 名 古 屋 大 学 情 報 文 化 学 部 社 会 シ ス テ ム 情 報 学 科 （ 三 年 次 編 入 学 ）

- 2 0 0 6 年 〜 2 0 0 9 年 株 式 会 社 丹 青 社

- 2 0 1 0 年 〜 2 0 1 2 年 東 京 大 学 大 学 院 学 際 情 報 学 府 先 端 表 現 情 報 学 コ ー ス 修 士 課 程

- 2 0 1 2 年 株 式 会 社 ノ メ ナ 設 立

【 受 賞 歴 】

- 東 京 都 現 代 美 術 館 ブ ル ー ム バ ー グ ・ パ ヴ ィ リ オ ン ・ プ ロ ジ ェ ク ト 公 募 展 メ デ ィ ア ・ パ フ ォ ー マ ン ス 部 門 グ ラ ン プ リ （ 2 0 1 2 . 9 ）

- 東 京 大 学 総 長 賞 （ 2 0 1 2 . 3 ）

- 東 京 大 学 大 学 院 学 際 情 報 学 府 学 府 長 賞 （ 2 0 1 2 . 3 ）

- 電 気 情 報 通 信 学 会 マ ル チ メ デ ィ ア ・ 仮 想 環 境 基 礎 ( M V E ) 研 究 会 M V E 賞 ( 2 0 1 1 )

- コ イ ズ ミ 照 明 株 式 会 コ イ ズ ミ 国 際 学 生 照 明 デ ザ イ ン コ ン ペ 金 賞 ・ W e b 最 優 秀 賞 「 o r i - 変 化 す る 光 の か た ち - 」

（ 2 0 1 1 . 7 ， 隈 太 一 友 枝 遥 A n n a  B r a v e r m a n と の 共 作 ）

- 社 団 法 人 日 本 サ イ ン デ ザ イ ン 協 会 S D A 賞 サ イ ン デ ザ イ ン 奨 励 賞 ・ 学 生 賞 「 東 京 大 学 制 作 展 2 0 1 0 展 示 空 間 構 成 」 （ 2 0 1 1 . 7 ）

- 東 京 大 学 学 生 発 明 コ ン テ ス ト 産 学 連 携 本 部 長 賞 「 リ ー ル 式 リ ニ ア ア ク チ ュ エ ー タ 」 （ 2 0 1 1 . 0 1 . 2 7 ）
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岐 阜 高 専
電 気 工 学 科

名 古 屋 大 学
情 報 文 化 学 部

株 式 会 社 丹 青 社

東 京 大 学 大 学 院
学 際 情 報 学 府

起 業
N o m e n a  I n c .

1 9 9 9

2 0 0 4

2 0 0 6

2 0 1 0

2 0 1 2

デ ザ イ ン と エ ン ジ ニ ア リ ン グ

- 空 間 デ ザ イ ン ／ 空 間 演 出 ： 展 覧 会 、 イ ベ ン ト

- デ ジ タ ル コ ン テ ン ツ 開 発 ： 博 物 館 、 テ ー マ パ ー ク

- ア ー ト 作 品 制 作 ： 自 主 プ ロ ジ ェ ク ト

変 容 す る 建 築 M o r P h y s

岐 阜 高 専
電 気 工 学 科

名 古 屋 大 学
情 報 文 化 学 部

株 式 会 社 丹 青 社

東 京 大 学 大 学 院
学 際 情 報 学 府

起 業
N o m e n a  I n c .

1 9 9 9

2 0 0 4

2 0 0 6

2 0 1 0

2 0 1 2

デ ザ イ ン と エ ン ジ ニ ア リ ン グ

- 空 間 デ ザ イ ン ／ 空 間 演 出 ： 展 覧 会 、 イ ベ ン ト

- デ ジ タ ル コ ン テ ン ツ 開 発 ： 博 物 館 、 テ ー マ パ ー ク

- ア ー ト 作 品 制 作 ： 自 主 プ ロ ジ ェ ク ト

電 気 で 色 が 変 わ る ガ ラ ス の イ ン ス タ レ ー シ ョ ン
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渋 谷 ヒ カ リ エ で の 展 示

岐 阜 高 専
電 気 工 学 科

名 古 屋 大 学
情 報 文 化 学 部

株 式 会 社 丹 青 社

東 京 大 学 大 学 院
学 際 情 報 学 府

起 業
N o m e n a  I n c .

1 9 9 9

2 0 0 4

2 0 0 6

2 0 1 0

2 0 1 2

デ ザ イ ン と エ ン ジ ニ ア リ ン グ

- 空 間 デ ザ イ ン ／ 空 間 演 出 ： 展 覧 会 、 イ ベ ン ト

- デ ジ タ ル コ ン テ ン ツ 開 発 ： 博 物 館 、 テ ー マ パ ー ク

- ア ー ト 作 品 制 作 ： 自 主 プ ロ ジ ェ ク ト

水 を 楽 し む イ ン ス タ レ ー シ ョ ン M O M E N T u m
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- 2 0 1 4 年 4 月 イ タ リ ア ・ ミ ラ ノ で の 発 表 （ ミ ラ ノ サ ロ ー ネ / サ テ リ テ に て ）

- 2 0 1 4 年 9 月 フ ラ ン ス ・ パ リ で の 招 待 展 示 ／ 販 売 （ メ ゾ ン ・ エ ・ オ ブ ジ ェ に て ）

パ リ で の 展 示 の 様 子
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修 士 研 究 作 品
M o r P h y s

東 京 大 学 総 長 賞

東 京 都 現 代 美 術 館 公 募 展 グ ラ ン プ リ

電 気 情 報 通 信 学 会 M V E 研 究 会 M V E 賞

東 京 大 学 学 生 発 明 コ ン テ ス ト 産 学 連 携 本 部 長 賞

東 京 大 学
展 覧 会 の 会 場 デ ザ イ ン

社 団 法 人 日 本 サ イ ン デ ザ イ ン 協 会 第 4 5 回 S D A 賞

奨 励 賞 ・ 学 生 賞 ・ 関 東 地 区 デ ザ イ ン 賞
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無 機 E L を つ か っ た

薄 い 照 明 の デ ザ イ ン

第 2 4 回 コ イ ズ ミ 国 際 学 生 照 明 デ ザ イ ン コ ン ペ

金 賞 ・ W e b 最 優 秀 賞
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1Taichi Goto GNCT Toyohashi Univ of TechDec 11 2014

岐阜高専卒業後に広がった
私の関係する世界

後藤太一

豊橋技術科学大学 電気・電子情報工学系

スピン・エレクトロクニス グループ

goto@ee.tut.ac.jp (@taichigoto)

２０１４年１２月１１日（木）１４：４０－１６：１０
岐阜工業高等専門学校 図書館多目的ホール

大学教育再生加速プログラム

2Taichi Goto GNCT Toyohashi Univ of TechDec. 11. 2014 2

１ いま
・だれ？

２ 高専生
・卒業研究
・編入先

３ 豊橋技科大 学部
・講義
・研究室
・卒業研究

４ 豊橋技科大 修士・博士
・研究生活
・就職

５ MIT ポスドク
・研究生活
・就職

６ いま
・研究

７ まとめ

Outline
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3Taichi Goto GNCT Toyohashi Univ of TechDec. 11. 2014

豊橋技術科学大学

4Taichi Goto GNCT Toyohashi Univ of TechDec. 11. 2014

Introduction

Bi:YIG

SiO2

Ta2O5

Bi:YIG

SiO2

Bi:YIG

ZnO

MAGNETOPHOTONIC 
CRYSTALS

PLASMONIC 
MAGNETOPHOTONICS
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5Taichi Goto GNCT Toyohashi Univ of TechDec. 11. 2014

What is spatial light modulator?
What is magneto-optic spatial 
light modulator (MOSLM)?

Current-driven MOSLM 

(i-MOSLM)

Voltage-driven 
MOSLM

Magnetophotonic microcavity-
based MOSLM for phase 
modulation

Introduction

6Taichi Goto GNCT Toyohashi Univ of TechDec. 11. 2014

Introduction

7-9



7Taichi Goto GNCT Toyohashi Univ of TechDec. 11. 2014

3D display

a-TbFe

MPC

8Taichi Goto GNCT Toyohashi Univ of TechDec. 11. 2014

編入先
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9Taichi Goto GNCT Toyohashi Univ of TechDec. 11. 2014

編入先

応用例



F

 

H

入射光

ファラデー効果


F





H

入射光

磁気カー効果

反射光

光アイソレータ

（FDK社）

MOディスク

（OLYMPUS社）

磁気光学空間光変調器

（MOSLM）

（豊橋技科大／FDK）

磁気光学（MO）デバイス
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M. Faraday (1791-1867) 

M

FE E

F

H

Faraday Effect

磁気光学（MO）効果

起源： 磁性体の中で生じる、右円偏光と左円偏光の位相差

12Taichi Goto GNCT Toyohashi Univ of TechDec. 11. 2014

CPU 1 CPU 2

Light

Y. Urino, et. al., Opt. Express, 19, B159 (2011).

Integration

5 Gbps  13 ch  0.144 mm2

= 3.5 Tbps/cm2

x

y

M


Pass

M

Un-passx

y

On-chip optical communications
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© Toyohashi University of Technology	

 
 
 

国際企業での実務経験を 
スーパーグローバル⼤大学構想へ繋ぐ 

 
岐⾩阜⾼高専  産官学交流流懇談会  テクノシンポジウム 2014 

 
2014/06/04 

 
⾼高嶋孝明 

豊橋技術科学⼤大学 

グローバル⼯工学教育推進機構・国際協⼒力力センター  教授 
スーパーグローバル⼤大学創⽣生事業推進本部  副本部⻑⾧長 

© Toyohashi University of Technology	

    IBMでの職歴  (1982-2013)

n  1982~ 藤沢/大和研究所 人間工学・ヒューマンファクターセンター 
‒  キーボード、ディスプレイ、ソフトウェア、説明書 … ユーザー中心設計 
　 1982 サンノゼHFセンター、1987~ 人間工学課マネジャー 

n  1991~ ハードディスク事業部 
‒  事業部長補佐、外販営業技術担当ーアジアパシフィック、 
米国駐在ー日本企業担当営業、グローバル需給オペレーション … 

n  2002~ テクノロジーサービス事業部、コンサルティング、営業部 
‒  研究開発ソリューション事業開発、半導体ソリューション営業、ビジネスコ
ンサンルティング、グローバル・ビジネスサービス/オートモーティブソ
リューション営業 … 

n  2011~2013 IBMリサーチ（基礎研究所） ビジネス開発 
‒  テクノロジー＆知的財産ビジネス開発、営業、契約マネージメント 

2 
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© Toyohashi University of Technology	

 　パンチカードシステムによる 
事務作業の機械化

3 

第2回 日本ビジネスショー(1951) 
日本で初めてのIBM製品展示： パンチーカードシステム  　 

1880 1890 1900 1910 1920 1930 1940 1950 1960 1970 1980 1990 2000 

CTR 社の 
広告 (1920)  　 

Type-I カードパンチシステム 
複合パンチャー,　会計機械	

© IBM Corporation	

© Toyohashi University of Technology	

コンピュータ時代の幕開け 
カードから磁気とエレクトロニクスに

4 

IBM 305 世界初の磁気ディスク (1956) 
名古屋でのビジネスショー (1961) 

1880 1890 1900 1910 1920 1930 1940 1950 1960 1970 1980 1990 2000 

東京オリンピック (1964) 　 システム 360 (1964)  　 システム 370 (1970)  　 
© IBM Corporation	
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© Toyohashi University of Technology	

コンピューターのパーソナル化・
オープン化

5 

IBMマルチステーション 5550 　
(1983) IBMパーソナルコンピュータ(1981)  　 

1880 1890 1900 1910 1920 1930 1940 1950 1960 1970 1980 1990 2000 

IBM ThinkPad (1992) 

IBM JX (1984) 
IBM OS/2 (1987) 

IBMハードディスク(1994) 

© IBM Corporation	

© Toyohashi University of Technology	

IBM存続の危機と変⾰革の加速

6 

1880 1890 1900 1910 1920 1930 1940 1950 1960 1970 1980 1990 2000 

1997 ｅ-ビジネス 
ルイス ガースナー	

2008 スマーター・プラネット 
サム パルミザーノ 2013 　IBM ワトソン  

コグニティブ・コンピュー
ティング時代の幕開け 
ジニー ロメッティ	

2007 オンデマンド・ビジネス
サム パルミザーノ 

© IBM Corporation	

IBM存続の危機	
▼ 
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© Toyohashi University of Technology	

I am Being Moved

7 

“ もっとも強い者が⽣生き残るの
ではなく、もっとも賢い者が⽣生
き延びるわけでもない。唯⼀一⽣生
き残るのは、変化できる者であ
る. ”               　 　チャールズ・ダーウィン 

© Toyohashi University of Technology	

ボーダーレス化する世界と求められる技術科学人材　	

プログラム提案の背景	

8 

2nd Japan Business Show (1951) 
The first IBM in Japan, Punch Card System   

1880 1890 1900 1910 1920 1930 1940 1950 1960 1970 1980 1990 2000 

CTR Company 
Advertisement (1920)   

Type-I Card Puncher	
Composite Puncher, Accounting Machine

IBM 305 RAMAC (1956) 
Business Show at Nagoya (1961) 

1880 1890 1900 1910 1920 1930 1940 1950 1960 1970 1980 1990 2000 

TOKYO Olympic (1964) � System 360 (1964)  � System 370 (1970)  � 

IBM Multi Station 5550  
(1983) IBM Personal Computer (1981)  � 

1880 1890 1900 1910 1920 1930 1940 1950 1960 1970 1980 1990 2000 

IBM ThinkPad (1992) 

IBM JX (1984) 
IBM OS/2 (1987) 

Hard Disk Drive (1994) 
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© Toyohashi University of Technology	

国⽴立立⼤大学法⼈人 　豊橋技術科学⼤大学

© Toyohashi University of Technology	

多文化共生・グローバルキャンパス	

■10年後にあるべき本学の姿■	

高専生および世界の若者を受け入れ、	

技術科学で次の時代を切り拓き、	

世界で活躍できる上級技術者を養成する、	

大学院教育に重点をおいた技術科学大学。	

言語・文化にとらわれない工学教育を全

学に展開し、学生・教員・事務職員すべ

てがグローバル化を推進している、国際

通用力の高いキャンパス。	

	 

世界の技術科学を先導する	

「グローバル技術科学アーキテクト」 を養成	

「グローバル技術科学アーキテクト」	
 養成コース　	

グローバル寄宿舎 「技術究創舎」	 

重層的なグローバル人材循環	

グローバル	  
コミュニケー
ション能力	

多様な価値
観の下での
課題解決	  

能力	

世界に通用
する人間力	

事務職員	 教 員	

学 生	

世界で活躍する技術科学人材の養成構想　	

グローバル技術科学アーキテクト：�グローバルな課題を発見し，分析・解決するための俯瞰的な構想・設計力を有し、���
具体的なもの作りを主導できる高い技術力と科学的素養に裏付けられた上級技術者��

構想の全体像	

10 
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© Toyohashi University of Technology	

１年次入学  総数	  
ASEAN中心  留学生１５名	   ３年時編入  総数	  

高専卒  日本人  ３５名	  
高専卒  留学生  １５名	  

学部 １-‐２年	 学部３-‐４年	 博士前期課程（修士）	

グローバル技術科学アーキテクト養成コース	

課題解決型 
グローバル 
実務訓練	

言語・文化を越えた課題発見・解決能力の養成演習など	

日本語/英語 語学力強化教育	日本語力強化教育	

英語で専門科目を履修	 英日バイリンガル講義で各系の専門科目を履修	
語学力  修了要件	  

TOEIC	  730	  
日本語能力試験	  N1	  

■ コース設計�

AO入試、渡日前現地試験

ASEAN中心の留学生
→欧米に順次展開 ペナン校の戦略活用　協定校との単位互換・ジョイント/ダブルデグリーの推進	  

            ● 全課程・専攻に���
              コースを新設
    ● 6年一貫プログラム
● 全寮制

各種国際プログラム
養成コースとの連携

グローバル技術科学
アーキテクト 

n  英日バイリンガル講義	
・　教材・板書=英語　 講義・質疑・試験=英語日本語併用	
・　通常コースに展開、10年後に全学の開講科目をバイリンガル化	
・　英語シラバス、ナンバリング、GPA　教務システムの国際化	

n  英語および日本語の語学力強化	
・　メンターによる監督指導、TA活用・主体的学びの実践	
・　年間250時間の学習時間確保	
・　TOEIC 730　/ 日本語能力試験 N1	

n  学生の多様化	
・　コース総数 290名（日本人140 / 留学生150) 、 全学総数の15%	
・　全学の留学生比率を25％以上に	
・　全寮制・キャンパス内寄宿舎で生活	

コースの新設で、グローバル化に立ちはだかる壁の破壊
を断行し、全学のグローバル化を先導する	

1.  グロ—バル技術科学アーキテクト養成コース	

建築・都市システム学	

通常コース	
環境・生命工学	

通常コース	
情報・知能工学	

通常コース	
電気・電子情報工学	

通常コース	
機械工学	

通常コース	

グローバル技術科学アーキテクト養成コース	

博士課程リーディングプログラ
ム、研究大学強化促進プログラ
ム等への発展接続

1-2年共通コース�������������

課程別コース�������������

構想実現の手段	  ①	

11 
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2.  グローバル寄宿舎 「技術究創舎」	

既設学生宿舎�

「技術究創舎」 完成予想図�

n  コース学生が居住する全寮制寄宿舎
n  公用語は英語
n  1部屋4名のシェアハウス型���

�（外部資金等の活用により2棟200室新築）
n  ハウスマスター・レジデントアシスタント常駐
n  学生主体の「技術究創舎運営会議」が、学

習支援プログラム、各種イベントを企画
n  交流協定校（全国高専からの内地留学約

200名含む）から本学への中・短期インターン
シップ生の宿舎としても活用生活イメージ���

(ニューヨーク市立大学クイーンズ校宿舎）�

既存の学生宿舎を含めて、全学の４２%
の学生がキャンパス内で食住学を共に
する。そのうちの２５％が留学生	

個室3�

個室4�

個室1�

個室2�

ダイニング
キッチン�

バス���
トイレ

n  　学内に多文化共生空間を造り，キャンパスグローバル化の核とする	
n  　日本人と留学生が生活を共にすることで世界に通用する人間力を養う	

室内間取り図�

既設学生宿舎�

新設シェアハウス型寄宿舎�

構想実現の手段	  ②	

12 
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学生・教員・事務職員すべての人的資源のグローバル循環を定常化させ、
キャンパスの多国籍化と国際通用力を強化	

50%の教員が	  

TOEIC	  730	  up	  

外国人教員等	  
16.8%	  →	  23.4%	  

女性教員	  
5.2%	  →	  12.9%	  

外国人職員等	  
1.4%	  →	  7.1%	  

10年間で全職員の  30%
以上が外国機関での実務	  

30%の職員が	  

TOEIC	  600	  up	  

学生	

事務職員	 教員	

留学経験大学院生	  
0.3%	  →	  20.5%	  

外国人留学生比率	  
10.3%	  →	  27.2%	  

海外交流協定校との人事交流�

海外実務訓練・海外研修
単位互換制度�

海外でのグローバルFD・研究ユニット交流�

グローバルアーキテクト養成コース
インターンシップ・単位互換制度

国際通用力と	  
国際流動性の高い	  

キャンパス	

3. 重層的なグローバル人材循環	

構想実現の手段	  ③	

※数値は10年後の到達目標です�

13 
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高専—技科大ラインによる
「グローバル技術者教育」の新たなフラグシッププログラム
����豊橋技術科学大学のグローバル化による高専のグローバル化
65 → 440 → 10,000人/年（同年代の約1%）の高専生への大きな波及効果

技術の「理論と実践」を	
体得するための教育体系	

グローバル
らせん型教育

（⾼高専コアカリキュラムと
連携したナンバリング）

ボーディングスクール
技術究創舎  (新設  200⼾戸）

教員グローバルFD

高専のグローバル化を先導する 
スーパーグローバル大学創成プログラム	

学⽣生宿舎（既設  600⼾戸）

食・住・学の近接共存環境	
２６％の学生が既にキャンパス内に生活	

高専からの体験学習生も受け入れ
（高専学生の内地留学として）�

全国高専へのインパクト	

14 
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6	

Erasmus+���
(2014〜）

北米拠点
NY市立大学

Queens College 
（グローバルFD）�

海外教育拠点ペナン校
ASEAN 24大学�

Jean Monnet大（フランス）、東フィンランド
大（フィンランド）、グラナダ大（スペイン）、
Gjovik大（ノルウェー）、豊橋技科大、���
バンドン工科大（インドネシア)、
Monash大Sunway（マレーシア）

ロシア拠点�モスクワ大学
（ロシア大学ネットワーク）

豊橋技術科学大学副学長とモスクワ大学物理学部長
モスクワ大学物理学部80周年記念式典（2013年11月19日）�

欧州拠点	
シュトゥットガルト大学 

(本学とのJoint Degree)	

アジア	 40 	

　(うちASEAN	 24)	

アフリカ	 2	

ヨーロッパ	 16	

北米	 3	

南米	 2	

オセアニア	 2	

合計	 65 大学	

本学の交流協定校 (H26.5.1現在）

バンドン工科大学	

ガジャマダ大学	

シャクアラ大学	

ランポン大学	

パランカラヤ大学	

スラバヤ工科大学	

ハサヌディン大学	

アンダラス大学	

北スマトラ大学	

タドラコ大学	

パダン工科大学	

ブラウィジャヤ大学	

スラバヤ 
　電子工学ポリテクニック	

マレーシア工科大学	

マレーシア科学大学	

トゥンフセインオン 
　マレーシア大学	

タマサート大学	

チュラロンコン大学	

パトムワン工科大学	

泰日工業大学	

ウボンラチャタニー大学	

ホーチミン市工科大学	

ハノイ校工科技術大学	

ダナン大学・工科大学	

マレーシア�

タイ�

ベトナム�

インドネシア�

教育研究グローバルネットワークの展開	

全国51国立高専 55キャンパス�

15 
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７．２ 会議記録 

 

＜教育ＡＰ推進室会議＞ 

 

 第１回教育 AP推進室会議 

 平成 26年 9月 12日（金）16:00～17:30 

  「全体像確認，組織案確認，本年度事業確認」 

 

 

 第２回教育 AP推進室会議 

    平成 26年 9月 29 日（月）11:00～12:20 

    「組織内規確定，本年度の各チーム事業確認，予算執行確認」 

 

 

 第３回教育 AP推進室会議 

    平成 26年 10月 27日（月）14:00～15:24 

    「予算関係の執行案確認，各チームの事業進展確認」 

 

 

 第４回教育 AP推進室会議 

    平成 26年 12月 1日（月）14:00～15:30 

    「予算執行状況，各チームの事業進展確認，年度末報告会の検討」 

 

 

 第５回教育 AP推進室会議 

    平成 27年 1月 5日（月）14:00～15:40 

    「予算執行状況，ICT環境改善報告，各チームの事業進展確認，年度末報告会の原案確定」 

 

 

 第６回教育 AP推進室会議 

    平成 27年 2月 2日（月）14:00～15:30 

    「予算執行状況，各チームの事業進展確認，3月 16日報告会の原案確定，資料目次案確認」 
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７．２ 会議記録 

 

＜シニアＯＢ連絡会議＞ 

 

 第１回シニア OB連絡会議 

  平成 26年 10月 17日（金）9:00～11:10 

①第２回ＦＤ教科目連携協議会（10/15）について 

   ②ＡＬコンテンツ提案について 

 

 第２回シニア OB連絡会議 

    平成 26年 10月 31日（金）10:00～12:00 

①大学教育再生加速プログラム（教育 AP）関連行事について 

②シニア OB作成のコンテンツ資料の確認について 

     ③岐阜高専教育 APちらしおよび函館高専 AL研究シンポジウム開催案案内について 

 

 第３回シニア OB連絡会議 

    平成 26年 11月 14日（金）13:00～15:00 

①ＡＬコンテンツ資料作成について 

 

 第４回シニア OB連絡会議 

    平成 26年 12月 12日（金）13:00～15:00 

①ＡＬコンテンツ資料作成について 

 

 第５回シニア OB連絡会議 

    平成 27年 1月 8日（金）13:00～15:00 

①平成 26年度ＡＰ実施計画案について 

②大学教育再生加速プログラム事業報告書作成分担表について 

③モデルコアカリキュラム等の説明について 

④コンテンツ資料作成についての要検討項目一覧について 

 

 第６回シニア OB連絡会議 

   平成 27年 2月 13日（金）13:00～14:00 

①ＡＬコンテンツについて 

②岐阜高専公開報告会について（3/16 午後） 
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７．２ 会議記録 

 

＜ＦＤ会議・講演会等＞ 

 

 ◆岐阜高専第 3学年後援会 

 平成 26年 10月 6日（月）14:40～16:10 

【場所】図書館多目的ホール 

【演題】「空間のデザインとエンジニアリング」 

【講師】武 井 祥 平氏（株式会社ノメナ代表取締役／テクニカルディレクター） 

 

 

 ◆平成 26年度文部科学省「大学教育再生加速プログラム」採択事業特別講演会 

   平成 26年 12月 5日（金）15:50～16:50 

【場所】図書館多目的ホール 

【演題】「豊橋技術科学大学１期生として袋小路が解消された高専卒業後を振り返って」 

    【講師】高 嶋 孝 明氏 

（豊橋科学技術大学グローバル工学教育推進機構国際協力センター 教授） 

 

 

 ◆平成 26年度文部科学省「大学教育再生加速プログラム」採択事業ＡＰ学生向け講演会 

   平成 26年 12月 11日（木）14:40～16:10 

【場所】図書館多目的ホール 

【演題】「岐阜高専卒業後に広がった私の関係する世界」 

【講師】後 藤 太 一氏（豊橋科学技術大学 電気・電子情報工学系 助教） 

 

 

 ◆平成 26年度ＦＤ活動「高専機構教育改革事業説明会」 

   平成 27年 1月 26日（月）13:00～14:30 

【講師】小 林 淳 哉氏（高専機構 MCC 推進部門長 函館高専物質環境工学科 教授） 

    野 口 健太郎氏（機構本部教育研究調査室 教授） 
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７ ． ３　本年度導入した主なICT環境改善の様子

（単位：千円）

金額（円）
積算内訳
金額（円）

4,428 コンテンツサーバ（ＬＭＳ用，データベース用）設定費等含 ①
3,996 ＬＣＤプロジェクター（ホワイトボード等含） ②
5,076 ソフトウエアＳＴＯＲＭ　Ｍａｋｅｒ（エキスパート）等

10,087 タブレット端末 ③
11 ホワイトボード用マーカー等

782 ＡＰ担当事務補佐員

720 シニアＯＢ人件費

58 講義謝金

259 会議出席謝金

801 調査・打合せ（東京・仙台・明石・阿南等）

227 招聘旅費（講義・講演等）

8 会議出席旅費

印刷製本費 626 626 成果報告書

18 会議用お茶等

37 報告会会場借上げ料

8 ＡＰチラシ発送料

16 成果報告書発送料

488 無線ＬＡＮ（リース料金）

178 ＡＰ広報用チラシ，公開報告会開催案内

22 運転代行業務（公開報告会会場まで往復）

27,846

平成２６年度「大学教育再生加速プログラム」予算執行状況及び執行計画

経費 費目

執行状況／執行計画

品　　名

平成２７年２月末現在　執行状況及び執行計画

消耗品費 15,174

人件費
・謝金

人件費 1,502

謝金 317

備考

「大学教育再生加速プログラム」導入設備

合　計

旅費 旅費（国内） 1,036

会議費 55

通信運搬費 24その他

その他（諸経費） 688

物品費

設備備品費 8,424

①コンテンツサーバー（LMS用，データベース

②ＬＣＤプロジェクター

②ＬＣＤプロジェクターとホワイトボード（電子黒板）

③タブレット端末と保管庫③タブレット端末

����

Tokoro
テキストボックス
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